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を考案し，冗長性を信号の副尺として利用する方法で， 2, 048X 2 ， 048 という非常に大きい解像点
数を持つ図形入力装置を実用化している。さらに，文字コード発生メモリとして使用した漢字入力
装置では，読出し光とホログラムとの聞に生じる位置ずれの影響を冗長性で吸収するように設計す
ることで，装置の有用性を著しく高めることに成功している口
以上のように本論文は，ホログラムメモリの解析，設計に必要な新しい手法を確立し，さらに，そ
れを応用した具体的装置を実現するなど，ホログラムという光学的手法と電子工学との境界において
興味ある多くの新しい知見を与えており，この分野の発展に寄与するところが多大でトある。よって，
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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